


　
博
し
て
此
科
學
或
は
知
識
と
實
行
と
の
興
逓
の
根
源
が

あ
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
墜
即
ち
理
性
影
嵐
○
β
で
あ
る
。

理
性
の
暴
論
的
機
能
が
働
い
て
知
識
と
な
り
、
實
際
的
機

能
が
働
い
て
實
行
と
な
る
。
而
し
て
科
學
の
手
の
届
か
綴
、

既
理
性
奨
者
の
活
動
螢
展
を
あ
ら
は
す
思
辮
が
即
ち
糎
學

で
あ
る
。

　
最
後
に
ブ
婁
ト
ル
葺
の
人
生
観
を
略
読
し
て
、
そ
れ
で

本
稿
を
結
ば
う
。

．
完
発
な
調
和
的
な
生
は
決
し
て
先
天
的
概
念
の
甥
象
で

は
な
い
。
こ
れ
は
建
設
的
創
造
で
あ
る
。
凡
て
の
存
在
物

は
皆
そ
れ
ん
＼
一
の
個
膿
で
あ
っ
て
、
よ
参
低
い
生
活
形

式
に
蹄
す
こ
と
の
出
家
織
特
性
を
も
つ
て
屠
る
。
あ
る
人

間
と
他
の
穿
在
物
と
の
問
に
は
、
程
度
の
差
で
は
な
く
て
、

本
質
酌
の
差
異
が
あ
る
。
人
は
膚
己
の
品
姓
の
奴
隷
で
は

な
く
て
．
そ
の
創
造
者
で
あ
る
。
人
の
行
偶
は
其
入
の
晶

性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
却
て
品
性

は
其
人
の
行
爲
に
依
等
し
て
居
る
。
我
々
の
存
在
の
根
と

竜
云
ム
べ
き
は
「
良
由
」
で
あ
る
。
乙
れ
が
帥
ち
絶
乏
ず
我

々
を
騙
っ
て
、
憩
に
近
づ
か
し
め
る
我
ρ
の
内
に
於
け
る

創
造
力
で
あ
る
。

鴨

中
島
教
授
箆
去
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大
正
七
年
十
二
月
二
十
哺
日
東
京
帝
護
照
學
丈
科
大
學

敏
授
交
學
薄
士
申
軍
書
老
先
生
麗
去
せ
ら
る
。

　
先
盤
は
安
敢
五
年
正
月
八
日
京
都
府
下
熱
知
宙
町
に
生

　
　
　
　
　
難
　
　
　
録

れ
、
幼
時
藩
立
番
明
館
に
響
ひ
、
長
ず
る
に
及
ん
で
京
都

周
志
就
に
學
び
、
居
る
こ
と
二
年
に
し
て
笈
を
負
う
て
蓮

く
米
國
に
瀞
冨
ひ
、
ウ
エ
イ
ス
タ
｝
ン
。
．
ソ
ル
フ
。
ア
カ
デ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



　
　
　
　
　
　
　
哲
　
撃
　
研
　
究
　
　
第
三
十
瀧
聚

㍑
－
に
於
い
て
バ
チ
。
ラ
ー
毎
プ
．
ア
ー
ツ
、
エ
ー
ダ
大
學
に

1
　
　
於
い
て
、
バ
チ
ェ
ラ
塗
｝
ブ
・
デ
ヴ
ぜ
ニ
チ
㍉
ギ
ク
ト
聖

　
　
オ
ブ
・
フ
．
，
V
ソ
7
ず
Σ
の
驚
ず
競
や
二
二
㍍
り
、
｝
更
地
“
聚
蟷
掴
弼
二
瞬
口

　
　
を
歴
遊
し
、
海
外
に
在
る
こ
と
十
年
に
し
て
墾
治
一
．
ア
γ
三

　
　
年
春
三
月
購
湿
せ
ら
る
。

　
　
　
同
年
九
月
束
縛
早
算
大
蔵
の
講
繭
と
な
う
て
．
倫
理
學

　
　
を
講
じ
、
越
ゑ
て
二
十
充
年
八
月
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
心

　
　
理
學
・
論
理
學
・
倫
理
學
第
二
講
座
を
樵
…
任
せ
ら
る
。
明
治

　
　
三
十
二
年
交
學
博
士
の
學
位
を
受
け
、
同
三
牽
九
隼
帝
闘

　
　
學
士
院
會
員
に
勅
選
せ
ら
る
。

　
　
　
先
生
多
年
帝
殿
の
學
術
界
・
敢
育
墨
に
塞
く
さ
れ
慶
る

　
　
の
功
を
以
て
、
大
正
五
年
鋤
二
等
瑞
賢
母
を
賜
は
う
、
先

　
　
生
の
病
篤
き
や
塞
天
聴
に
達
し
、
特
に
位
圃
級
を
陞
せ
ら

　
　
れ
て
、
正
三
位
に
叙
せ
ら
る
。

　
　
　
先
生
の
署
書
・
論
調
甚
だ
多
く
．
又
甥
學
に
於
け
る
講
義

　
　
の
稿
本
に
し
て
未
だ
上
梓
せ
ら
れ
ざ
る
竜
の
亦
鮮
か
な
ら

　
　
ず
。
是
等
は
他
縫
皆
一
据
し
て
壼
集
と
し
て
公
刊
せ
ら
．
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

る
の
機
あ
る
を
信
ず
。
今
既
に
刊
せ
ら
れ
盤
る
竜
の
㌧
申

媛
く
澄
に
行
は
れ
た
る
蔦
の
滋
六
を
嫡
記
す
れ
ば
、
列
博

膿
薩
洋
哲
學
臭
・
濾
理
學
論
十
籔
講
義
。
挽
近
の
晦
理
學

識
・
絶
翁
涙
郡
代
書
落
學
・
莫
國
功
利
読
の
研
究
・
道
徳
と

経
濟
・
現
在
の
自
由
意
志
問
題
等
な
う
。

　
先
生
の
我
が
倫
理
羅
界
に
占
め
ら
れ
た
る
位
置
、
及
び

先
生
の
患
想
膿
系
の
鍾
蓬
等
は
、
風
騒
論
述
せ
ら
る
＼
機

會
あ
る
べ
し
、
今
姑
く
之
を
言
は
ず
。
唯
英
國
新
カ
ン
ト

涙
の
倫
灘
學
を
我
が
學
雰
に
創
撫
せ
し
は
先
生
に
し
て
、

而
し
て
其
説
天
下
を
風
靡
し
、
我
が
患
想
界
に
『
自
我
實

現
主
義
』
の
一
時
代
を
劃
す
る
に
至
う
譲
る
は
、
今
猶
吾

人
の
落
目
に
新
誌
な
る
事
蹟
に
し
て
、
、
此
の
鋤
き
は
今
此

に
之
土
煙
ぶ
を
難
ら
ず
。

　
先
生
の
學
風
博
く
患
う
遠
く
窮
め
、
常
に
爾
端
を
叩
い

て
懸
銭
の
論
を
祷
く
竜
せ
ず
。
『
徐
々
に
而
か
竜
堅
實
』
に

難
題
の
核
心
に
接
近
し
、
之
を
闘
…
嬰
す
る
を
期
し
π
る
が

如
し
。
先
生
常
に
墨
金
の
序
品
動
曝
す
れ
ば
唯
異
を
樹
て



　
　
款
を
街
ふ
に
急
な
る
の
風
あ
る
を
随
と
し
秘
英
國
の
そ
駐

　
　
等
の
二
者
的
良
3
5
の
駕
實
な
悉
を
高
し
と
し
謬
嘱
先
生
曾

　
　
て
テ
ィ
ラ
重
が
馴
，
昏
睡
哲
學
』
を
署
は
し
て
、
盛
に
理
想

　
　
主
義
の
倫
理
學
を
罵
欄
し
曳
後
数
年
な
ら
ず
t
て
、
誌
へ
説

　
　
を
鍵
じ
カ
る
を
見
て
、
彼
は
恰
竜
弱
逸
學
者
の
な
す
ら
し

　
　
き
が
如
く
爲
せ
今
と
難
じ
き
、
叉
曾
て
州
入
あ
う
、
兜
生

　
　
・
と
島
田
笠
凪
村
先
生
と
　
　
並
。
へ
口
評
し
て
、
彼
鎗
寸
は
櫨
灘
鮎
甚
だ
．

　
　
努
む
と
い
へ
ど
菟
、
謡
に
自
家
の
見
を
回
せ
ず
．
一
は
東

　
　
洋
の
腐
儒
に
し
て
．
他
は
西
洋
の
ゐ
、
れ
と
謂
ふ
．
ψ
、
ゐ
”
あ
み

　
　
と
漫
罵
せ
ら
。
先
生
之
レ
磁
、
き
一
日
余
に
語
て
日
く
百
年

　
　
に
し
て
猫
崩
壌
せ
ざ
ろ
建
築
は
．
堅
牢
に
し
て
竣
大
な
る

　
　
北
嶺
を
要
す
。
余
を
腐
欝
お
い
ぷ
竜
の
、
未
だ
名
匠
の
地
・

　
　
盤
の
築
造
に
綿
ふ
燃
心
の
一
室
緑
と
書
心
と
七
解
せ
ざ
る
の

　
　
徒
の
み
と
、
敢
て
之
・
ゲ
意
に
磨
せ
∴
試
ざ
弓
き
。
叉
疏
て

　
　
先
生
の
學
碧
醗
鷺
意
と
現
職
孕
，
㌦
を
窺
・
ハ
瀧
鍵
ら
ん
弧
尉
、
、

　
　
・
先
茄
議
の
韓
…
行
。
鶴
ん
響
で
ゲ
、
論
∴
冶
す
∵
．
・
～
、
恥
㍉
跳
ハ
學
鶴
》
「
欝
思
せ

聯
て
他
観
言
承
金
あ
る
べ
㌧
黛
鷺
が
一
審
は
奈
等
騨
か
先
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

生
を
知
る
竜
の
よ
う
之
を
概
れ
ば
、
確
か
に
謳
妄
と
認
む

べ
鐸
漫
評
を
加
へ
π
る
も
の
あ
う
し
を
、
禿
生
の
爲
に
遺

功
に
堪
へ
ぎ
る
旨
を
言
明
せ
ぎ
る
を
得
ず
。
（
大
正
七
・
一
。

六
事
了
）

薪
著
紹
介

　
　
　
岡
｛
議
∴
揖
霞
厚
鵜
愚
稿
　
　
　

矢
野
禾
積
編

　
岡
本
君
が
死
な
れ
て
か
ら
早
や
一
年
に
な
っ
た
。
君
の
覆
縞
…
が
矢
野
氏
の

努
力
に
よ
っ
て
恰
も
鱈
豊
周
忌
に
繊
乱
せ
ら
る
製
こ
と
』
な
っ
た
の
は
故

入
の
喜
び
昼
・
…
n
ふ
ま
で
も
な
く
、
我
々
に
と
つ
が
、
も
鴛
の
再
並
を
見
る
如
き

喜
び
が
あ
る
。
彙
に
「
膏
人
ブ
ル
ノ
ー
」
に
よ
っ
て
逓
く
奇
才
を
認
め
ら
れ

た
霊
は
・
傘
艶
の
潰
稿
を
我
々
に
胎
る
こ
と
に
よ
っ
て
忘
れ
得
ぬ
弼
影
を
我
々

の
心
の
上
に
濃
く
ナ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
人
の
世
に
人
程
貴
き
亀

の
a
な
い
が
人
の
姫
に
亡
き
入
の
鮒
影
ぼ
ど
晶
央
し
き
も
の
は
な
い
。
遺
鵜
な

な
な
入
の
醸
影
致
稻
す
「
魂
の
塔
」
で
あ
る
る

　
ヘ
ッ
・
、
ル
の
”
両
に
「
【
に
し
て
一
切
た
こ
0
融
脳
は
己
“
身
に
も
朝
秘
廊
脚
で
あ
っ

た
。
翫
に
紳
に
己
を
見
ん
が
鴬
に
絹
澁
せ
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
」
と
い
ふ
の

が
あ
る
。
般
人
は
既
の
講
を
愛
謡
し
た
の
み
で
な
く
出
精
聯
を
身
に
鵜
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
て


